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決  算  公  告 

 

１.貸借対照表 

貸 借 対 照 表 

(2025 年 3月 31 日現在) 

 (単位：千円) 

科  目 金  額 科  目 金  額 

(資産の部)  (負債の部)  

流動資産 610,603 流動負債 325,747 

 現金及び預金 82,812  買掛金 148,860 

 受取手形 13,955  電子記録債務 3,817 

 売掛金 160,671  短期借入金 80,000 

 電子記録債権 68,493  1 年内返済予定長期借入金 21,432 

 製品 229,106  未払金 13,510 

 原材料及び貯蔵品 18,774  未払法人税等 9,730 

 前払費用 15,946  賞与引当金 7,746 

 未収入金 10,956  為替予約 35,191 

未収消費税 4,262  その他 5,459 

 その他 5,624     
 固定負債 63,346 

固定資産 138,400 長期借入金 40,708 

 有形固定資産 8,205  退職給付引当金 21,588 

  建物附属設備 6,341  受入保証金 1,050 

  機械装置 66    

  工具器具備品 1,797 負債合計 389,093 

  (純資産の部)  

  株主資本 382,655  
   

 無形固定資産 1,318  資本金 10,000 

    ソフトウェア 1,100  資本準備金 10,000 

  電話加入権 218  資本剰余金 148,385  
  利益剰余金 214,270  
   その他利益剰余金 214,270 

 投資その他の資産 128,876   繰越利益剰余金 214,270 

差入保証金 62,286   

  長期未収入金 43,657 評価・換算差額等 △22,746 

  ゴルフ会員権 1,454  繰延ヘッジ損益 △22,746 

  繰延税金資産 21,478   

  純資産合計 359,909 

資産合計 749,003 負債・純資産合計 749,003 

(注) 記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。 



２.当期純損益金額  

 

 

  

当期純利益：21,573 千円  

  

３.重要な会計方針に係る事項に関する注記 

  
  (1)資産の評価基準及び評価方法 

   

    棚卸資産の評価基準及び評価方法 

  

  ・製品及び原材料 総平均法による原価法 

   

  (2)固定資産の減価償却の方法  

   

  ①有形固定資産 定率法によっております。 

  ただし、平成 10 年 4 月 1 日以降に取得した建物（附属設

備を除く)並びに平成 28 年 4 月 1 日以降に取得した建物附

属設備及び構築物については定額法によっております。 

   

  ②無形固定資産 定額法によっております。 

   

  (3)引当金の計上基準 

   

  ①賞与引当金 従業員の賞与支給に備えるため、賞与支給見込額のうち当 

  事行年度に負担すべき額を計上しております。 

   

  ②退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、退職給付引当金及び退職

給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額

を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しており

ます。 

   

   

  (4)その他計算書類作成のための基本となる事項 

    

  消費税等の会計処理 消費税等の会計処理は税抜方式によっております。 

    

 以上 

    

  

 


